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皮膚に対する界面活性剤の作用
IV．親油基の異なる各種高級アルコール硫酸ナトリウムの

皮膚に対する影響
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　　　　　　皮1蒔舜可激｛生　（Skin　Irritation）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウムはどの程度の長さのアルキル鎖すなわち親油基を

　　　　　　　　1・緒　言　　　　　　　有するか，さらに生ずる：1種の変化すなわち乾燥落屑

　親油基を異にする高級アルコール硫酸ナトリウムの　　　性変化および紅斑一浮腫一水；biifk変化は，これら検体

皮鵬刺激性はアルキル鎖掻12が最も強いとB．E．　　　が皮膚にいかなる作用機序により作用したため，招来

EineryとL．　D．　Edwards店A．M　KIig璽｝1anとW．　M．　　　したかを検討した。

Wo【）ding2）により報缶されている。またA．　Szakail　　　これらの発生機序を明らかにするためモルモット，

とK，H，　Schulza）ぽ表皮角質層ケラチンからSH基　　　ウサギ皮慮には上記検体を接触および皮内投与，ヒト

を強く遊離させる界面活性剤は刺激性が強く，さらに　　　皮層には接触投与し皮慮に生ずる変化を検査した。

角質層に水を強く浸透させる界面活性剤が刺激矧三は強　　　さらにヒト角質と検体との吸淋そのときのヒト角質

いと報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　からの蛋白質の溶出およびヒト角質の水結合能力に対

　一方界面活性剤を皮廟’に接触させたとき紅斑，浮　　　する影響を鎖畏別に検討した。培養ヒト健常表皮細胞

腫，水庖などの刺激性変化を生じなくとも，時に表皮　　　に鎖長別検イイt．t．．投与した時の毒性をも検査した。皮膚

乾燥落屑性変化を生じることがある。この表皮乾燥落　　　蛋白質への作M・］強度を知るため，酵素インベルターゼ

屑性変化を引き起こす界面活性剤と紅斑，浮腫，水抱　　　活性の阻害性を，界面活性剤の界1節舌性能を知るため

性変化を引き起こす界面活性剤は必ずしも同一化学造　　　表面張力を』測定した。

構を有しないことを著者はすでに報告した4）5）。　　　　　　　これらの測定偵より，表皮乾燥落胤生および紅斑一

　今回親油基の異る界面活性剤として高級アル＝・一一ル　　　浮腫一水抱性変化と高級アル＝・・一ル硫酸ナトリウムの

硫酸ナトリウムのアルキル鎖長のみ異る化合物を合成　　　アルキル鎖長との関連性をいささか知りえたので報告

し検体とした。表皮乾燥落屑性変化または組二斑一浮腫　　　　する。

一水庖性変化を引きおこす高級アルコi・・ル硫酸ナトリ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿洗いなどの水仕事を行なわせるのがより好ましい方

　　　　　　　　1・方　法　　　　　　　法である。しかし多数の試料の比較には被検看数が多

　　A・実験動物での閉鎖貼布試験　　　　　　　　　　　数必要となり実行不可能である。著者は一窟湿度に保

　高級アルコール硫酸ナトリウムのアルキル鎖長別の　　　った検体液をヒト手指間に一定時間接触させ生ずる乾

接触刺激性をモルモヅトおよびウサギを用いて検討　　　燥落屑性変化を判定，評価する方法を考案した。

した。ハートレー系モルモット（9，5匹，平均体重　　　　37°Cに保った検体1％含有水溶液を浸漬させたガ

375g）およびアンゴラウサギ（♀，5羽，平均体重　　　一ゼを女子（15名，19～30才）の手指間に室温（24土

2．55kg）の背部を電気バリカソで刈毛、さらに電気　　　3℃）で30分間接触させ，のち流水で界薗活性剤を洗

カミソリで剃毛する。剃毛背部に検体水溶液0．1mlを　　　い流す。接触24，48時間後に接触部位の表皮乾燥落屑

浸漬させたパッチテスト用絆創膏（鳥居薬品K．K．　　　性変化を判定する。判定基準を表2のごとく定めて判

製，スモールサイズ）を24時間閉鎖貼布した。剃毛背　　　定した4）5｝エ3）。

部内での部位による刺激反応の差を除くため，剃毛背

部内のいずれの部位にも各礪伽・行き渡るよ賂。　逮3＿．極墾塑墾鞍鯵廼＿＿＿

動物で検体の貼布位置を変え貼布した。また検体は二　　　判　定　評　点

重盲検法で記号を付し試験に用いた。貼布終了後皮膚　　　　　．．

表面より肉眼判定し，さらに屠殺しt剥離皮膚を透見　　　　　±

して判定した。刺激の程度に評点を表1のごとく与

え，各々検体の刺激性を刺激値として現した。尚本判　　　　＋

定基準は皮虜科学会貼布試験判定基準に剥離皮膚を透　　　　升

見した時の判定を付加したものである。また図中には　　　　辮

O
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3

炎　皮　変　化

変化なし

軽’微な乾燥，粗槌化あるも落屑
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乾燥，落屑著明

漂準誤差も合せて記入した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．ヒト皮膚ケラチソへの吸着量，皮膚から

　表1　　　　皮慮刺激性の評fllli　　　　　　　　　　　　蛋白質の抽出性および抽出皮盧の水結合能

｝玲1定

±

十

ヨ十

柵

評　点

0

0，5

1

2

3

4

刺　激こ地　　　界面藩翻繍鵠轄罵躍髭斑浮腫性、．

透見も陰性　　　　　　　　　　　　作用するとき界面活性剤が皮膚とくに角質との結合性

透見のみ発赤を認竺る　　　　　　　が高いほどその作用が強いとの推定が可能である。こ

鵬翻響灘認める　れを棚す鱒胴実獅嫉
蜻面より赫瀕，びらん　　健常ヒトノ・”eematrnvをメスで瓢糊を撚し
を認める　　　　　　　　　　　　ドライアイxと共に乳鉢中で粉砕し35～60メッシュ

皮膚面より発赤，浮腫，びらん，　　　　（250～450μ）に粉末化した後真空下で乾燥した。こ

潰瘍を認める　　　　　　　　　　　　の粉末角質50mgに0．01M検体含有生理食塩水溶液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m1を振盤のもとで37°C，2時間作用させ，のち1500

　　B．災験動物での皮内投与による刺激性試験　　　　　rpm，10分遠心分離し，上澄溶液中の検体量をアボッ

高級アル・一ル硫酸ナトリウムの鎖畏別検体敏内　　ト法・）で定煽：，間1妾的に角質への検体の吸着量を求め

注射して刺激性の評価をモルモットおよびウサギを用　　　た。

いて検討した。ハートレー系モルモット（♀，5匹，　　　　さらに上澄溶液中の総蛋白質量をLawry法7）で測

平均体重3509）およびアソゴラウサギ（9・5羽・　　　定し，総蛋白質徽を仔牛血清アルブミン換算値で示し

平均体重2・4kg）の背部を接触刺激｛生試験同様刈毛，　た。

剃毛し，検体の生理食塩水溶液0、05ml皮内注射し，　　　　上澄溶液を除き，角質をイオン交換水7mlで3回

24時間後に表1の評価基準で刺激性を判定した。　　　　　洗浄し，減圧下で乾燥した。本乾燥角質粉末50mgの

　　C・表皮乾燥落屑性試験　　　　　　　40・C，相対湿度80土5％での吸湿量を測定した。

　台所用洗浄剤使用により時に指および掌など乎皮膚　　　　　E、培養ヒト健常表皮細胞に対する毒性

に表皮乾燥落屑性変化を引き起こす。この表皮乾燥落　　　　1968年古出により株化されたヒト健常表皮由来

屑性変化を人工的に引き起こすには実験室的にヒトに　　　XX－male紬胞8）を使用した。仔牛血清20％添加イー
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皮慮に対する界面活性剤の作用

グルMEM培地を使胤37°Cで炭酸ガス岡調細1胞培　　　　　F，イソベルターtt活性の阻害性

養器で培養した。良好に増殖している細胞をO．08AOト　　　　ー般に各種界面活性剤によりヒトに生ずる表皮乾燥

リプシン処理し，単細胞化し，3QO，000細胞／シヤーレ　　　落暦性変化は，実験動物ではヒトに生じさせ得ると同

（60，　OOO細胞／m1）当り分注し，2H間培養し，5m1　　様操作を実験動物（マウス，ラット，ヘアレス’マウス，

PBS（一）溶液＊で2度洗浄しt　O．005％を含腐する　　　アンゴラウサギ，モルモット）の皮膚に加えても生じ

PBS（一）溶液を3in1添加し，1時間静置する。のち　　　ない。このヒトのみに認める表皮乾燥落屑性変化の

培養ta－　7m1を加えさらに2日間培養する。培養終了　　　in　vitvoの評価法として界面活性剤の酵素阻害性の測

後PBS（＋）溶液＊5mlで2度洗浄し，中性ホルマリ　　　定が広く行なわれているが，署岩はすでにイソベルタ

ソで固定，ギムザ染色し，衰3の評価基準で細胞あ　　　一ゼ活挫の阻害性がin　vivoとの梱関性の高い優れた

数，形態を検査する9）。　　　　　　　　　　　　　　　　方法であることを指摘したtt）5）13）。

表3　細胞測、縦聯　　　　　インベルターゼ活｛生の阻翻のむII慰H・Wilm・一

一＿＿一一一
@　＿＿＿＿　一＿＿．－tt＿＿一＿＿．一．．一＿一一t、一一＿　　　　manの方法10）を用いた。

評点
0

1

2

3

4

5

判定基準　　　　セー・ンセソ緩儲液101刷・インベ・レターゼ（B
細胞数ロソトロー・ルと同じ，形態正常　　　　　　DH　Chemical　Ltd・340　E・U・／ml）の5％溶液5m1を

　　　同　　上　　　　，正常50％以上　　　　混合，検体を一定量（0～5ml）加え，39°Cで24es・間

　　　同　　上　　　　，正常50％以下　　　　イソキユベート，のちシユークロース（和光純薬K．

コントロールのほぼ半数・正常10％前後　　　　K）の30％溶液25mlを加え，蒸留水で50m1とし，

肉眼で細胞を認竺ない・正常細胞なし　　　　　39℃で反応開始後2時間まで旋光度を測定した。旋

塑鏡で髄嬬めなヒー＿＿　．．　鍍の変化徹り灘の酵素阻害性をts・，、IMした。

一h’，細胞離の舗碇最イヒするた蹴緋騰　　G課融力

・難離蟹綴麺τ鷲旛花盤細、・爾交鵬纈製擁欝講蔑繕堕婆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸，蛋白質の溶ll：Hf－Iiも強いと考えられるので界面張力
をPBS（一）溶液で120，000細胞／mlになるように分
散させる．検体を舗する膿のPBS（．）鰍2．5　を醗した・

ml酬1胞分散溶液に添加し，塒間イ淋ユベ→　　・li・記検体の生理鱗麟灘デユヌイ轍面張力計

する．8。。rpm，粉間遠心分寓1既灘集め，そ。、、　を用い・37°Cで水の麺1拗の低下酬定した・

」，澄を夘。フオルム3mlで3回抽｝土1，撚，。。　　H・検体
・オ・レム溶灘灘　乾1、・、1後，1。。，1の，。。フォル　II’1：脚鰍アル’”ルのアルキ瑠匙長6から18のも

・礪溶解しtii　．xク＿げラ。イー法で。レステ　の酪硫煙轍を用いて砺1酸化しつづいて削・ソ

・一ルを定量化した．ガスク悶げラ。鮒を次に　一ダで巾秘た・級応アlv　＝　’一ル漏1生し虻硝を

示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除き，各種アルキル鎖長を有する直鎖型高級アルコー

・レ・テ・一ル定量条件　　　醗ゑトリウム蹴こ撒糊析鰍4
　GC：島津4BM

C°i件Jど§1：18錨戯葱，鴨雛1、認　　　…結果
　Column　T：230～300，5。C／mill　　　　　　　　　　　　A・実験動物での閉鎖貼布試験

　Injection　T：350“C　　　　　　　　　　　　　　　　　高級アルー”一ル硫酸ナトリウム各検体の接触刺激性

Detector　T：350°C　　　　　　　　　　　　　　を図L図2に示した。例えばアルキル鎖長6と18の

　Gas　FIQw：He　60ml／min　　　　　　　　　　　高級アルコーノレ硫酸ナトリウムではその分子畳比は

Detecto「：FID　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．82であり，このため覚量濃度による刺激性の比較は
Gas：H21°・6kg／cm2，　Air・　1・51〈9／・m2 @　　1肝当りの刺激性蜘る蹴肌い囎碍ら才、な
Sens：122×8，　Rang　64　　　　　　　　　＿　　　　　　　

＿＿Sen・iti・ity…103S？　　　　　’　　　＊・D、dbecc。＆V6gt1・）の平衝繍溶液でC、Cl2
　Sample　Size：10μ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とMgClz・6H20を含まないものをPBS（一），

　Chart　Speed：0．5cm／mh1　　　　　　　　　　　　　　　含むものをPBS（＋）と表す14）。

No．3，　1976　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　245



岡本日軍公彦・高瀬吉雄

表4　　　　　　　界面活性剤の分析値
’Eh”” 煤E・　t、．　　　　アルキル鎖長

分析項目　　　　　’t・・－t－．．．一

有　　　効　　　分　（％）

水　　　　　　　　分　（％）

無　　　機　　　物　（％）

未反応高級アルコール　（％）

塩イヒナトリウム　（％）

CnH2n＋10SO3Naのnの数

6

98．8

1．2
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B　7　8　9　1a　IL　い　1コ　t4　1，）　tm　［T　、、」　　　　　　　　　　　　　　L　　　＝　」　Lb　li　L　l：　A　L駒　L’L　ヒ　・鴛

直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長　　　　　　　　　　’直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長

図10．5％アルキル硫酸ナトリウム水溶液，　　　　　　図20，17Mアルキル硫酸ナトリウム生理食
　　0．1m1，24時間閉鎖貼布，モルモット背　　　　　　　　塩水溶液，0，　lml，24時間閉鎖貼布，ウ

　　部除宏24時間後肉眼判定　　　　　　　　　　　　　　　サギ背都，除去24時間後肉眼判定

い。よって著者は同一分子数での刺激性の比較を行な　　　た。

った。またそのときの分子数，すなわちモルを0．17に　　　　高級アル；：1…一ル硫酸ナトリウムは均一に溶解する検

選んだのはラウリル硫酸ナトリウムのO．　see6が0．17M　　　休，すなわちアルキル鎖13以下では，アルキル鎖長の

に相当するためである。　　　　　　　　　　　　　　長いもの、つまり親油性の大ぎいものほど接触刺激性

　動物の皮潜温度は約37°Cであるが，このような温　　　が大きい（図2）。

度においてもアルキル鎖長15以上のものはほとんど溶　　　　　B，実験動物での皮内投与による刺激性試験

郷せず14でもかなりの結晶析出がみられ，13以下でな　　　　高級アルコール硫酸ナトリウム各検体の皮内注射に

いと均一な溶液が得られなかった。このため不溶性の　　　よる刺激性を図3，図4に示した。

物質では可能な限り均一に分散させて貼布試験を行っ　　　　同一モル濃度の高級アルコール硫酸ナトリウムの刺
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激性の比較はアルキル鎖長が長くなると刺激性が増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝦」　z
する（図4）。接触刺激性と異なりアルキル鎖長14以　　　　緻

上でも刺灘蠣く認められた．・れ・姓融継・　§

不溶また雌溶であるアルキル臓1似上の検体も組　　鞘

織内に入ると組織液などで溶解し刺激性を示すのか，　　　　喫

または不溶物として薙を講するのであろう．　　鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選

］

曇、

唇

：挺

拠1

∀＼1

・B　．L’P’

　　　　＼／

　　　　，，＼

　　　，”’　　　、　＼、
　　’　　　　　　　　　、　　＼

　　，’　　　　　　　　、　＼ト

　，　　　　　　　　　　　　　、

　’　　　　　　　　、、1
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

／　　：4鵬　斗……、、s

、　　　　l　l　　　　　　　　　　　　　　u　7　B　g　Io　u　L二　13　L4　15　t6　1フ　Is

、　　　　　　　　　　　　　直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長

　　　　　　　　　　　　　　　　　図51．　0％アルキル硫酸ナトリウム水溶液，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室温，30分間手指間に接触，のち流水洗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄，接触24，48時間後肉限判定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．ヒト皮慮ケラチンへの吸着量，皮庸から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛋白質の抽出性および抽出皮虜の水結合能
e　　7　　u　　9　1o　ll　l2　l3　ユ4　エら　エリ　i？　lビ

直鯉アルキル硫酸卦リ弘の金鰻　　　　ll腱

図31％アルキ，レ勲卦リゥ牲勲塩　　ヒト縢角鰍末耐す融体の吸糧姻6に示
　　水，O，・05ml，皮内湘・1，モルモ。卜背部　　　した・

　　注射24時間後判定　　　　　　　　　　　　　　　アルキル鎖長が長くなると吸着量：も増加し11～12で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殻大となり以後滅少する。アルキル鎖長15以上は界面

麺・

：liJ

’　　　　　　　　　　　活性剤が溶解せず実験は行えなかった。14も前述のご

　　　　　　　　　　　　　とく結晶は析出するがあえて行なってみた。

1 lg

mp　・1

8
野、

8

酬囲

　　　　、，　マ｝El　o　tリ　u　L2　1s・．亡「†r・・lr；－a・r－t－／，一一・一　　　　　　　櫃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長　　　　　　蔭

　　　　雛篇搬1謬注JA’1”ウ婦　　　直鎖型アルキル職・・ウム嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図60L　01Mアルキル硫酸ナトリウム生理
　　C．表皮乾燥落ll尋性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　食塩水溶液5mlを50mgの角質粉メこと

慧膿欝継1撫癌表，嬬燐、　撒繍矯需ト瞬質
落屑性変化はアルキル鎖畏6，8，10と強まり，10か　　　　このように足膝角質粉末に作用させた界面活性剤

ら12が最も強く，14，16，18とV戊少する。アルキル鎖　　　溶液中に溶出してきた可溶性螢白質量を図7に示し

長13以上の検体の表皮乾燥落屑性が弱まるのは界面活　　　た。　　　　　　，

性剤そのものの溶解性が低下し，1％水溶液℃は一部　　　　生理食塩水溶液で角質を洗浄処理したときでも角質

分のみ溶解し作用濃度が低下したためであろう。　　　　　1g当り102mgの可溶性蛋白質が溶出した。界面活性
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キル鎖長が長くなると細胞毒性が増加し，13で最も犠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性が強く，以後アルキル鎖長が長くなると減少する。

砲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．005％の低濃度であってもアルキル鎖長14以上では

ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難溶または不溶性であり，そのため均一に溶解する13
、UD　120

曽　　　　　　　　　　　で最大の細麟性を示した・この細胞毒性の肉眼およ
翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び顕微鏡的判定を定量的に知るため細胞から溶出する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コレステロールを測定した結果を図10に示した。図10

1…　　　　　　膝簾皇纈嚢禦蟹1ζ猫
繋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らのコレステロール溶出量は細胞毒性に対応する数値

　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として用い得る。

　　　　　6　7　e　9　10　ユ1　i2　tl　14　1s　lb　17　1H

　　　　饗　直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長
　　　　塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　水

　　図70．01Mアルキル硫酸ナトリウム生理　　　　　　4
　　　　食塩水溶液5m1を50mgの角質粉末と　　　　　躍
　　　　37°Cで2時間インキュベート時の角質
　　　　層からのタソバ順溶出量　　　　　　謄

剤が添力。されると溶雌、増大嚇高125m、に達。　糺

た．アルキル臓6，10はほぼ1司豊の瀦量で励，　麗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
11，12と増大し，12を最高として減少した。

　このように可溶性蛋白質を抽出された足跳角質の水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　i　　a　　9　　1v　IL　　1：t　t3　l4　　15　1／t　ll　nH
結合能は図8にみられるごとくアルキル鎖長6でやや　　　　　　　　直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長

大きい値を示すが，他では生理食塩水作用後の足黙角　　　　図90．　005％アルキル硫酸ナトリウムPBS

質の水結合性と差を認めなかった。　　　　　　　　　　　　　（一）溶液イソキュベート（60分）後3．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍のEagle　MEM添加後2日間培養後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のXX－Male細胞に対する毒性
（　t－o

§　　　　　　　　　　　　　　　　　　盆
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ　i・，

蘂　　　　　　　　　　　　　聾
くロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　i：
艇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
　　　　　6　1　、　91。u　】　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1

　　　食

　　　　　　　　　　　　　2　13　i4　Is　16　l7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・／　フ　　s］　9　1o　il　12　lj　ユ4　lb　lu　Iv　lu

　　　理　颪鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長　　　　　　　　直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長

　　　漿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図10　0．‘｝1〕解6アルキル硫酸ナトリウムPBS

　　　層粉末を乾燥し40°C，湿度80％に1・5　　　F’インベルター嚇性の阻害性

　　　繭保・塒の囎量　　　　　図、1購素イ。べ、レターゼ瀧の阻辮を示Lt。．

　E．培養ヒト健常表皮細胞に対する毒性　　　　　　　高級アルコール硫酸ナトリウム各検体の酵素に対する

XX－－Male細胞に対する毒性を図9に示した。アル　　　作用は強く，0，0004Mという低濃度で100％陽害を示
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すものもあった。また0．0004Mで39°Cの時すべての

検体は均一な溶液であった。アルキル鎖長6から11ま　　　　　　　　　　靴考　　察

では阻害性を示さず，12で阻害が始まり13以上では　　　　高級アルコール硫酸ナトリウムの接触刺激性は，ア

100％阻害性を示した。　　　　　　　　　　　　　　　ルキル鎖が長い，すなわち親湘性が増加すると増大す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，一定以上にアルキル鎖長が長くなるとこの実験
　1り0

蕊

扉融

僚

掴凶
1

へ4‘｝

ミ

て

λ：の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シリーズでは14以上になると水への’溶解性が低下する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ためむしろ刺激｛生は一見減少しt均一に溶解する最大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎖畏13付近で最強の刺激性を示した。しかし界面活憾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剤を注射で皮内投与すると水に難溶性のアルキル鎖長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1以上でも組織液等で除々に溶解あるいは不溶解物そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のものの刺激によるためか刺激性が現われると考’えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

、　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ヒト畿皮の乾燥落周性変化はアルキル鎖長10～12の

e　・1。　tJL。i・1ユ喧口、、　1、1、，　　　　　　検体に最も強、く現れた。実験的な表皮の鞄燥落屑性変

直鎖型アルキル硫酸ナトリウムの鎖長　　　　　　化は検体の一回接触では一度のみ生じ，また落屑後の

　　図11　0，0004Mアルキル硫酸ナ】・リウム溶液　　　　　表皮には水抱，ビラソ，漫出液を認めない。

　　　　をイとベルターゼに作用避塒の　段害　　界面測蝋溶液獄破皮乾燥落1酬生変化の発生原

　　　　朧尉　　　　　　　因は，、）脱麟隙。よ蜘脚旨が除傭’角囎の

　　G・界面張力　　　　　　　　　　　　　　　　　　水分保持能が劣った。2）角質層に作用し，水結合能の

　37°C，0．001Mのとぎアルキル鎖長15は明らかに結　　　高い可溶性蛋白質およびアミノ酸が溶出した。3）角質

品の析繊を認め，14もわずかに結晶の析幽を・認めた。　　　層が変性され，水結合能の低下と硬化をきたした。

このためアルキル鎖長14以上では結1箔の析出した状態　　　4）角質問の結合物が洗い出された。5）角質層の細胞間

で界醸力を測定した・1°・0001M緯び0・001Mでは　糸論物が変性させられ，噸1醐の結創‘kを失った。

アルキル鎖長の増加とともに界面張力も低下した。し　　　6）これら1～5までの各種組合せが考えられる。

かし0・01Mでは6・17を除いてf麟ほぼ同等の獅r　lgll2の界面張力誰腱値よ堺醐張力低下能の大きい

張力を示嵯を認め難かった・翻1定値よりアルキ・し　検体が接触巧轍性波内醐塒の刺灘1三，鍬乾燥落

鎖長が長い方力堺面張力低下能カミ高く・17を除いて15　腱llは強く、また図6より角質層への吸着性も強い。

以上では完全に溶解しなくとも微錨：に溶解する墨：で界　　　界而張力低下fi旨の強い検体がより可溶性蛋白質を溶臨

面張力を低下させ得る。　　　　　　　　　　　　　　する。しかしこのように検休により可溶性蛋白質を溶
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出させられた角質層の水結合能は，生理食塩水で洗浄

処理した角質層の水結合能と有意な藻な誌めなかっ
x　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　x

s　　　　　　x　　水のみ　、　　　　　　　た。この溶出蟹白質は角質増間結合性物質であろうと

｛

th理食塩水のみ @　　　　　　　考える。つまり嚢皮乾燥落屑性変化は角質層の細胞閾

c1。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結合物質の溶膿と皮腸膜の脱落により発生するもので

Cl，　　　　　　　　　　　　C　fi　　　　　あろう。進行性指掌角皮症の，密、者が健常：者に比べてよ

り指掌の乾燥粗糧化を示づ嚇のは，皮脂膜が健常者にLヒ

C・。・　　　　　　　　　　　　　　C14・C15　　　　　のごとき界面活性剤により角質層から蛋白質の除去性

　　　　　　　　一＿＿＿占＿＿　　　　　を蒋者は今回見出したが，患港と健常者との比較検討
Q＋°ae； Z劉。）°層゜1・　　¢－1・行いえなか・た．

83　　　　　　c：’　　べて容易にアセ】．・／エーテ，レで闘旨されることを瀦

CI・　　　　　　　　　　　　CIT　Ct、　　　　らは既に示したU）12）。高級アルコール硫酸ナトリウム
CIs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CI3　CIo　Cra　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

図12直鎖型アルキル硫酸ナトリウ1、，生理　　　．　　－m’Vi紅斑浮臆水抱・出血などの刺激作用は界面

　　食塩水溶液の37。Cでの界面張力　　　　　　　　活性剤が角質層を通過し・マルピギー層または真皮に

　（C　lr）：0，001M以上で白濁沈澱を生じる）　　　　　入ったときに生ずる。そのため界面活性剤が均一に溶
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